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Abstract: This article was written to enhance the discussion in the organized-session regarding “the use and application of 

database in the field of biomechanics” in the LIFE conference 2016. Due to the recent technological development in the IT 

field, the number of data we can use in the biomechanical research increase rapidly. However, the discussion about the 

specification of data collection, data analyses and potential data shareing is not fully achieved yet. In this article and the 

presentation at the organized-session, we will show the current state and future agenda for AIST Body Motion Database, so 

that we can discuss how we should collect and share the biomechanical data in near future, to create new values in the field 

of biomechanics. 
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1. はじめに 

本稿は，LIFE2016 におけるオーガナイズドセッション： 

「バイオメカニクス分野における大規模データベースの利

活用と今後」での話題のベースとするべく執筆した． 

人の身体運動を定量的に分析することは，身体能力や健

康状態，身の回りの製品の評価につなげることができる．

バイオメカニクス分野では，これまでも様々な装置を用い

て，多様な観点から，様々な身体運動の分析が行われてき

た．近年，センサ技術の発展や普及，計算機の能力向上，

記録媒体の大容量化などに伴い，我々が取り扱うことがで

きるデータの種類や数は飛躍的に増加してきている．例え

ば我々は，後述する通り，モーションキャプチャシステム

で計測した数百人規模の健常成人の歩行データや走行デー

タを保有しており，身体運動に関する様々な特徴の評価を

行ってきた(1-5)．また槇原らは，科学的操作への応用を念頭

に，サーベイランスカメラを使用して一年弱で数万人規模

の歩行映像データを収集できるシステムを構築している(6)．

このようなデータを上手く活用することができれば，これ

まで小数例でしか分析ができなかった事象について，多数

例で確認をすることができたり，研究室では明らかになっ

ていた事象を日常生活中でも検証することができたりなど，

新たな研究分野や価値を作り出せる可能性が考えられる． 

しかしすべての機関で大規模なデータを収集できるわけ

ではないことから，複数の機関が連携してデータを共有す

る動きが既に始まっている(7-8)．このような情勢の中で，ど

の程度の粒度のデータを，どのような付随情報とともに，

どのくらいの量を収集し，どのように分析するのか，また

将来的にはどのようにデータを共有するとバイオメカニク

ス分野における新しい価値につなげられそうなのかといっ

た要求仕様については議論がなされていない．そこで今回

の発表では，大規模データベースの先進事例としての AIST

身体運動データベースについて紹介し，本セッションでの

議論のベースとしたいと考えている（図 1）． 

 

2. AIST身体運動データベースの現状 

2016年 7 月現在，産総研人間情報研究部門 DHRGでは，

モーションキャプチャシステムを用いて計測した主に健常

成人の歩行データを 400 名以上，走行データを 20 名以上分

保有している．このうちの一部は，既に AIST 歩行データ

ベース 2013(9)，及び AIST 歩行データベース 2015(10)として

Web 上で公開されている．AIST 歩行データベース 2013 は，

2008年から 2012年の期間に計測された 139名（男性 76名，

女性 63 名，平均年齢 44.4±19.08 歳）の全身の歩行データ

をまとめたもので，2014 年春に Web 上で公開した．この

データベースには，各被験者 1 試行ずつのマーカ座標，床

反力，及びそれらから計算された運動学及び運動力学の各

種変数を登録した．AIST 歩行データベース 2015 は，上記

の AIST 歩行データベース 2013 を公開後，動作の再現性に

ついても検討したいという要望が複数のユーザから挙がっ

たことから，2008 年から 2015 年の期間に計測された 214

名（男性 115 名，女性 99 名，平均年齢 48.6±20.8 歳）の 5

試行ずつのデータを含め，2015 年春に Web 上で公開した．

このデータベースに登録されている変数は，AIST 歩行デー

タベース 2013 と同様に，各被験者のマーカ座標，床反力，

及びそれらから計算された運動学及び運動力学である．

2016 年 7 月現在，これらのデータベースは計 430 回以上ダ

ウンロードされている（同一機関からの重複も含む）． 

これらのデータベースに登録されているデータの計測は，

産総研臨海副都心センター内に設置された 10m 程度の歩

行路で行った．計測で用いた機器は，三次元動作計測装置

（ Vicon MX システム， Vicon 社）及 び床反力計

 

図 1 データベースの要求仕様に関するイメージ 

2016年9月4日～6日，仙台（東北大学）

276



 

（BP400600-2000PT 及び BP400600-1000PT，AMTI 社）で

あった．三次元動作計測装置は 200Hz で，床反力計は 1000

～2000Hz でそれぞれ計測した．三次元動作計測装置の計測

エリア及び床反力計は実験室の中央部に位置しており，す

べての被験者の定常歩行もしくは走行を計測できるように

した． 

計測時の被験者らの着衣（スパッツ・ノースリーブシャ

ツ）は実験者が用意した共通のものとし，足部は裸足状態

とした．被験者の体表 57 か所には反射マーカを貼付した．

マーカの貼付は熟練した経験を持つ数名の研究者もしくは

計測スタッフですべて実施した． 

すべてのマーカを貼付した後，はじめに基準姿勢として

被験者の直立姿勢を計測した．この段階で，貼付されてい

るマーカの数の確認も行った．基準姿勢の計測後，歩行動

作もしくは走行動作の練習を行った．その際各被験者には，

「いつも通り歩いて（走って）下さい」と指示した．実験

者は歩行動作もしくは走行動作の練習中に，被験者には悟

られないように床反力計を左右の足で自然に踏み分けられ

るようなスタート位置を調整した． 

数回の練習試行の後，本計測を行った．本計測では，各

被験者が自然に歩行もしくは走行し，かつ左右の床反力を

正しく計測できた成功試行を最低 5 試行分ずつ計測した． 

上記の要領で計測された各データは，被験者ごとに

C-Motion 社の Visual 3D 形式でまとめた．我々が各データ

を Visual 3D の形式でまとめた理由は，１）Visual 3D がバ

イオメカニクス分野で広く用いられている解析ソフトであ

ること，２）Visual 3D のユーザであれば各データについて

任意の変数を容易に求めたり，データを出力したりするこ

とができること，及び３）C-Motion 社が無料の Viewer ソ

フトを配布しており，Visual 3D のユーザでない者でも各デ

ータを自由に閲覧できることの 3 点から，当該データを公

開した際にも有用であると考えたためである． 

各データからは，Visual 3D の機能を用いて関節角度や関

節モーメント，仕事率，仕事量などの運動学及び運動力学

的変数を算出している． 

上記のような手順で計測した身体運動に関するデータの

ほか，各被験者からは以下の付随情報を聞いている：性別，

年齢，運動歴，疾病歴，転倒スコア*(11)，ロコモ 25 得点*(12)，

JKOM 得点*(13)，MMSE 得点*(14)（*のついた指標については

一部の被験者からのみ回収）．これらの指標は，データのス

クリーニングや教師有り学習などで使用することができる． 

 

3. AIST身体運動データベースの課題 

現状の AIST 身体運動データベースに登録されているデ

ータには様々な活用方法がある．例えば我々はこれまで，

性別や年齢に影響を受ける歩行特徴(1)や，転倒経験者に特

有の歩行特徴(2)，怪我をしにくい走り方の特徴(3)などを研

究してきた．更に我々は，近年普及が進む簡易センサを用

いることを前提に，これらの特徴を評価するモデル式(15-16)

や，現在行っている身体運動を識別するモデル式(17)の開発

も行ってきた．しかし現状の身体運動データベースには，

①計測データによる偏りや，②計測条件による偏りといっ

た課題も指摘できる． 

まず①については，我々が比較的大規模なデータを持っ

ているとはいえ，日本の総人口から考えるとわずか

0.0003%分である．また，計測が東京の臨海副都心地区で

のみ行われているため当該データベースに登録されたデー

タは，必然的に，東京近郊在住で，かつ実験室での計測に

協力可能な，比較的元気な日本人から取得されたデータに

偏っていることが考えられる．この点については，例えば

槇原らのようなシステムを用いれば大量に収集できると思

われるが，一方でこのような手法ではデータの粒度に課題

が残る可能性もある． 

次に②については，計測が実験室でモーションキャプチ

ャシステムと床反力計を用いている点が挙げられる．この

ため当該データベースに登録されたデータは，必然的に日

常生活とは異なる特殊な計測着やマーカを着用の上，実験

者が注目しているなか，一定距離を歩いたもしくは走った

際のデータとなっており，実環境とのかい離の可能性が考

えられる．実際一部の変数については，人種(18)や，服装(19)，

履物(20-21)によって影響を受けることが報告されている．こ

のことから，研究の用途によっては当該データが適切でな

いことが考えられる． 

 

4. おわりに 

前述のとおり，近年のセンサ技術の発展や普及，計算機

の能力向上，記録媒体の大容量化などに伴い，我々が取り

扱うことができるデータの種類や数は飛躍的に増加してき

ている．我々は今後も継続してデータの拡充を行っていく

ため，その際にはより公益にかなうような形でのデータの

収集を検討したいと考えている． 

以上のことから本セッションでは，計測するデータの種

類やその分析方法，将来的な共有方法などについての議論

を積極的に行いたい． 
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